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坂
城
町
で
は
、
平
成
13
年
４
月
に

「
も
の
づ
く
り
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

を
め
ざ
し
て
＝
自
然
と
人
と
産
業
と

が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
＝
」
を
将

来
像
と
し
た
『
第
４
次
長
期
総
合
計

画
（
目
標
年
次
：
平
成
22
年
度
）
』

を
策
定
し
、
こ
の
前
期
５
年
に
お
い

て
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
間
、
近
隣
の
自
治
体
は
「
合

併
」
と
い
う
手
法
を
選
択
し
、
新
た

に
千
曲
市
、
上
田
市
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
を
し
ま
し
た
。
坂
城
町
で
は
、

住
民
と
自
治
体
が
「
自
治
」
の
在
り

方
を
見
つ
め
、
限
り
な
い
自
助
努
力

と
協
働
に
よ
る
「
自
律
」
の
途
を
定

め
、
地
域
力
の
醸
成
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
の
後
期
５
ヶ
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
前
期
基
本
計

画
」
の
内
容
点
検
や
評
価
、
町
民
の

意
識
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た

長
野
大
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
検
証
や
客
観
的
な
評
価

を
行
い
、
「
後
期
基
本
計
画
」
の
策

定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
安
心

し
て
「
生
み
育
て
」
、
健
康
で
「
働

き
」
、
高
齢
に
な
っ
て
も
輝
き
な
が

ら
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

活
き
い
き
と

活
き
い
き
と  

支
え
支
え  

輝
く
輝
く

　
　
　

　
　
　

      

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
へ

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
へ

第
４
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

第
４
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

（
平
成

（
平
成
1818
年
度
〜

年
度
〜
2222
年
度
）

年
度
）
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　　　　　　　　　信州大学や長野大学等との ①「大学との連携強化」による知的財産の導
入を図り、国内の個性的な地域や中国をはじめとする ②「拠点間・国際交流」を推し進めるとと
もに、企業が地域づくりにおける重要なパートナーとなり、③「住民・企業・行政の連携」をより一
層強めることによって、その実現を図っていきます。

後期基本計画の重点課題
　「ものづくりとやすらぎのまち」の実現にむけ、次ページに掲げる６つの柱からなる施策を実施
するにあたり、後期５ヵ年においては特に５つの事項を重点課題とし、３つの政策手法によって進
めていきます。

３つの政策手法

ものづくり
＝ 産 業 ＝

健康づくり
＝保健福祉＝

安全・安心
＝支え合い＝

地 域 力
＝交流・発信＝

●技術開発と
　雇用創出への支援
●農・工・商の連携
        構築への支援
●ふるさとの食文化と
　味づくり

●自ら行う健康
       づくりへの支援
●スポーツ活動
    による健康増進
●介護予防の推進
●生きがいづくりの支援

●子育て支援の推進

●高齢者支援の推進

●地域防犯・
    防災活動の推進

●自治区（地域）による
      自発的活動を支援
●地域の文化・歴史
          を学び活かす
●情報提供と
　住民の声の集約
● まちづくりを担う
　人財の育成・活用

花 と 緑
＝快適な暮し＝

●花と緑のある
          まちづくり
●千曲川の自然と
        ばら公園の活用
●街並み景観づくり

●里山に遊び学ぶ

「ものづくりと
やすらぎのまち」

創造・協働・自律

●大学との連携強化
●拠点間・国際交流
●住民・企業・行政
  の連携

健康で生きがいをもって暮らし
続けることは住民すべての願
いです。そのために、保健・福祉・
医療・スポーツ・生涯学習を総合
化し、健康づくり、生きがいづく
りの支援を強化します。

坂城町は、ものづくりによって発展
してきた町として国内はもとより世
界的にもその名が知られていま
す。この伝統と蓄積をさらに発展
させ農・工・商の産業連携を強める
ことによって、地域経済の活性化と
雇用の創出を図ります。

いま、安全・安心
の暮らしの実現
が強く求められ
ています。住民
相互の支え合い
を基本にしなが
ら、安全で安心
して生活できる
まちづくりを推
進していきます

坂城町が有する千曲川
や里山などの自然環境、
歴史的、文化的な資源を
最大限活用し、「花と緑
のまちづくり」を推進す
ることによって、快適な
暮らしの空間を創出して
いきます。

住民の自発的なま
ちづくりの取り組み
が地域力を表しま
す。坂城町の文化・
歴史に学び、それを
活かしながら、この
地域力を高めてい
くための施策を推
進します。
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道
路
・
交
通

◇
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
建
設

に
向
け
た
運
動
強
化
・
関
係
市
と
の

協
力

◇
千
曲
川
堤
防
道
路
の
環
境
整
備
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
増
進
等

の
場
と
し
て
の
活
用

◇
坂
城
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
整
備

と
あ
わ
せ
た
、
駅
前
広
場
や
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備

地
域
情
報
化

◇
有
線
放
送
電
話
施
設
の
活
用
・　

他
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

総
合
的
な
利
用

◇
民
間
企
業
が
実
施
す
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
通
信
網
早
期
整
備
支
援

◇
充
実
し
た
行
政
情
報
の
提
供
及
び

行
政
手
続
電
子
化
の
推
進

地
域
福
祉

◇
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
、
育
成
等

◇
総
合
的
な
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
を
図
る
た

め
、
関
係
機
関
の
連
携
体
制
を
確
立

高
齢
者
福
祉

◇
介
護
予
防
の
充
実
と
、
き
め
細
か

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◇
保
健
医
療
の
充
実
や
、
健
康
づ
く

り
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

児
童
福
祉

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
育
園

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充
実
と
関
係

施
設
の
連
携
、
利
用
者
相
互
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

障
害
者
福
祉

◇
自
立
と
共
生
の
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
「
障
害
者
福
祉
計
画
」
の
策

定
及
び
自
立
支
援
の
た
め
の
対
応

保
健
予
防

◇
住
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
な

ど
を
図
る
た
め
、
身
近
で
継
続
実
行

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

農
業
振
興

◇
特
色
あ
る
地
域
農
産
物
の
創
出
、

産
地
づ
く
り（
ね
ず
み
大
根
、ホ
ワ
イ

ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、加
工
品
な
ど
）

商
業
振
興

◇
自
発
性
と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、

商
店
街
の
活
性
化
を
め
ざ
す
組
織
や

地
域
住
民
が
行
う
活
性
化
事
業
の
支

援工
業
振
興

◇
中
小
企
業
の
環
境
問
題
へ
の
対
策

と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
や
『
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
』
の
導
入
・
活
用
支
援

◇
Ｂ
・
Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か
き
に
お
け
る

新
規
創
業
、
新
分
野
進
出
支
援

観
光
振
興

◇
中
心
市
街
地
に
整
備
し
た
核
施
設

や
名
所
・
旧
跡
等
の
観
光
資
源
の
活

用
、
及
び
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
と
連

携
し
た
情
報
発
信

勤
労
者
福
祉

◇
坂
城
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
利
用
に
よ
る
自
由
時
間

に
お
け
る
活
動
の
充
実

①
生
活
の
基
盤
を
整
え
る

住
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら

　

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
約
１
割
に
あ
た
る
１
，

２
２
６
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
、
５
７
５
名
の
方
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
２
９
８
名
の
方
か
ら

「
住
民
と
行
政
の
協
働
」
に
関
す
る

自
由
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
住
民
と
行
政
の
協
働
」
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
「
住
民
主
体
」
「
リ

ー
ダ
ー
主
体
」
「
行
政
主
体
」
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

意
見
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
・
地
域

団
体
・
企
業
が
協
力
し
て
い
か
な
い

と
町
づ
く
り
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
行
政
が
し
っ
か
り
と
し
た
プ
ラ

ン
を
立
て
て
、
そ
こ
に
住
民
・
企
業

の
意
見
を
取
り
い
れ
な
が
ら
協
働
し

て
い
く
こ
と
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
今
何
が
必
要
か
、
何
に
困

っ
て
い
る
の
か
、
何
を
一
番
に
や
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ

に
い
る
住
民
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
行
政
は
そ
の
人

た
ち
の
声
を
聞
い
て
行
政
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
す
。
そ
こ
か
ら
地
域
の

発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。　
　
　

（
女
性
・
30
歳
代
）

●
坂
城
町
で
は
住
民
や
地
域
が
主
体

と
な
り
、
ま
た
行
政
と
協
働
し
て
よ

く
動
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

以
前
か
ら
の
し
き
た
り
や
習
慣
に
の

っ
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
て
、
県
外
か

ら
来
た
人
や
若
い
人
た
ち
の
生
活
の

考
え
方
に
即
し
て
い
な
い
と
感
じ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
「
住
民
」

と
い
う
の
を
画
一
化
せ
ず
、
許
容
を

広
く
取
っ
て
い
け
ば
、
た
く
さ
ん
の

「
住
民
」
の
参
画
に
つ
な
が
り
、
今

後
の
協
働
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
女
性
・
30
歳
代
）

●
や
は
り
素
人
が
「
新
し
い
こ
と
」

に
何
の
お
手
本
も
な
く
入
り
込
む
こ

と
は
、
時
間
的
に
も
技
術
的
に
も
余

計
な
労
力
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
始
め
る
と
し
た
ら
や
は

り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
）
を
取
れ
る
人
が
ど
う
し
て

も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
代
表
者
と
住
民

が
密
接
に
関
わ
れ
る
場
が
あ
れ
ば
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
民

も
行
政
も
も
っ
と
積
極
的
に
歩
み
寄

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
男
性
・
40
歳
代
）

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
息
づ
く

　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り

③
も
の
づ
く
り
に
誇
り
の

　

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

6つの柱に沿って6つの柱に沿って
まちづくりの政策をまちづくりの政策を
進めていきます進めていきます
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自
然
景
観
の
保
全
と
育
成

◇
「
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
」
周

辺
の
環
境
整
備

◇
千
曲
川
の
自
然
の
保
護
と
再
生
・

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進

◇
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

に
よ
る
身
近
な
緑
の
増
加
と
町
花

「
ば
ら
」
の
普
及

快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
環
境
の
整

備◇
景
観
に
関
す
る
住
民
協
定
締
結
に

向
け
た
環
境
・
景
観
意
識
の
高
揚

◇
高
齢
者
、
単
身
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
公
営
住
宅
の
建
設
推
進

清
潔
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形

成◇
家
庭
や
事
業
所
と
行
政
一
体
の
ご

み
の
再
利
用
化
、
資
源
化
促
進

◇
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
と
美
し

い
水
辺
環
境
確
保
の
た
め
、
公
共
下

水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
促
進

④
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

安
全
な
生
活
環
境
の
形
成

◇
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
に
よ

る
危
険
箇
所
の
周
知
徹
底
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り

◇
防
犯
協
力
組
織
の
育
成
・
連
携
の

強
化
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
環
境
づ

く
り
推
進

◇
製
造
業
分
野
、
家
庭
分
野
を
中
心

と
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

地
域
の
教
育
力
向
上
を
め
ざ
し
て

◇
住
民
一
人
ひ
と
り
が
活
き
い
き
と

明
る
い
地
域
生
活
が
営
め
る
よ
う
学

習
情
報
の
提
供
や
学
習
機
会
の
拡
充

◇
大
学
と
連
携
し
た
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
学
習
す
る
機
会
の
提
供

◇
通
学
路
を
含
む
教
育
現
場
で
の
安

全
対
策
、
地
域
で
の
協
力
体
制
構
築

地
域
の
文
化
度
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

◇
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
推
進
、

企
画
展
示
会
や
常
設
展
示
の
実
施

◇
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
健
康
増
進
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
上
へ
身
近
で
継

続
実
行
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
構
築

◇
地
区
育
成
会
な
ど
と
連
携
し
た
、

「
通
学
合
宿
」
な
ど
青
少
年
に
対
す

る
多
様
な
地
域
活
動
機
会
の
提
供
、

世
代
間
交
流
を
通
じ
た
、
学
習
・
体

験
活
動
の
機
会
の
充
実

住
民
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◇
自
治
区
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
基
本
的
な
単
位
と
し
、
地
域
や
住

民
が
自
ら
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
活

動
支
援

◇
住
民
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
特
技
、

知
識
を
活
か
し
た
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
促
進

男
女
共
同
参
画
の
地
域
づ
く
り

◇
家
事
や
育
児
・
家
庭
教
育
な
ど
家

庭
に
お
け
る
共
同
参
画
意
識
の
啓
発

◇
仕
事
と
家
庭
・
地
域
活
動
を
両
立

さ
せ
る
労
働
環
境
づ
く
り
、
女
性
の

雇
用
環
境
の
整
備

行
財
政
運
営

◇
行
政
内
部
の
連
絡
・
連
携
体
制
を

密
に
し
、
政
策
形
成
機
能
・
総
合
調

整
機
能
の
充
実

◇
新
た
な
時
代
に
合
っ
た
組
織
の
あ

り
方
の
研
究

◇
「
内
か
ら
の
改
革
」
、
「
事
務
・

事
業
の
精
査
・
見
直
し
」
の
推
進
、

職
員
の
意
識
改
革

⑤
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

　

ま
ち
づ
く
り

⑥
住
民
と
行
政
の
協
働
で

　

築
く
ま
ち
づ
く
り

住民意識調査では、長期総合計画で柱としているそれぞれの施策の「現状の
評価」と「今後の重要度」についてお聞きしました。
集計結果は次の表とおりです。
　　重要度

評価　　　

重要であると答えた方が
90％以上
のもの

80％台
のもの

80％未満
のもの

評
価
で
き
る
と
答
え
た
方
が

60％
以上
のもの

・道路、交通
・地域福祉 ・高齢者福祉
・児童福祉 ・障害者福祉
・保健、予防
・環境衛生
・上水道   ・消防、防災
・幼児教育

・工業振興
・生涯学習

・人権同和教育
・文化振興

50％台
のもの

・地域情報化
・地域医療  ・公害防止
・下水道    ・消費生活
・交通安全  ・防犯
・学校教育

・土地利用
・母子、父子福祉
・農業振興 ・公園、緑化
・住宅     ・治山治水
・人材開発  
・生涯スポーツ
・青少年育成
・住民参加

・勤労者福祉
・男女共同参画
・国際交流

50％
未満
のもの

・河川      ・自然景観
・景観形成  ・広域行政
・行財政運営

・林業振興
・商業振興
・観光振興

坂城町に愛着を感じていますか
（回答者575人）
感じている 290人 50.4%
やや感じている 175人 30.4%
さほど感じていない 88人 15.3%
感じていない 17人 3.0%

今後のまちづくりの重点は
（回答者575人、2つ選択）
自然保全を優先 192 33.4%
産業振興を優先 231 40.2%
生活環境・福祉を優先 402 69.9%
地域文化・教育を優先 83 14.4%
ふれあいの場を優先 128 22.3%
その他 33 5.7%

地域団体への参加状況
（回答者575人、複数回答）
自治区 190人 33.0%
公民館 106人 18.4%
スポーツ 101人 17.6%
文化芸術 67人 11.7%
環境美化 60人 10.4%
福祉ボランティア 60人 10.4％
その他 276人 48.0%
参加していない 182人 31.7%
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４
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
、

役
場
３
階
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
18

年
度
「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
の
選
考
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年

度
の
助
成
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

　　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
の

事
業
は
、
自
律
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
各
区
が
創
意
と
工
夫

に
よ
っ
て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
を

支
援
す
る
も
の
で
、
昨
年
は
区
民
祭

り
や
集
い
の
場
の
整
備
な
ど
10
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
３
月
末
日
を
期
限
と

し
て
各
区
か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
13
の
事
業

が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

助
成
事
業
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
多
角
的
な
審
査
を
目
指
し
て
、

公
開
形
式
の
事
業
選
考
会
を
開
催
し
、

事
業
を
申
請
し
た
区
の
代
表
の
皆
さ

ん
が
、
選
考
委
員
に
対
し
説
明
や
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
選
考
委
員

は
、
公
益
性
、
自
主
性
、
発
展
性
、

地
域
性
、
独
創
性
な
ど
の
視
点
に
よ

り
事
業
の
審
査
を
行
い
、
次
ペ
ー
ジ

の
事
業
を
選
考
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」

「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

１３１３
地
区
の
事
業
に
助
成

地
区
の
事
業
に
助
成

▼区民の手づくりによって整備された金井ひろば

◀ 

田
町
区
十
王
堂
ま
つ
り
の
な
か
で

行
わ
れ
た
笹
舟
流
し

▶ 

選
考
会
の
模
様

選考委員（敬称略）
氏　　名 所　　　　属

安井　幸次 長野大学産業社会学部教授

天田　忠弘 坂城町行政協力員会会長

中島　明男 坂城町行政協力員会副会長

中村　武司 坂城町行政協力員会副会長

滝沢　　正 坂城町行政協力員会副会長

若林　一實 坂城町行政協力員会副会長

長谷川　臣 坂城町公民館長

望月　孝光 坂城町総務課参事
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平成18年度「地域づくり活動支援事業」選考結果 単位：円
区　名 事　業　名 事　　業　　概　　要 総事業費 交付決定額

鼠 しめ縄づくり講習会
正月用のしめ縄づくり講習会を一堂に会して行い、ものづくり
を通して、区民同士の交流と親睦を図りながら、伝統文化を
後世に継承します。

88,000 68,000

金　井
「金井ひろば」の　
　花壇整備事業

昨年から整備を進めている「金井ひろば」の花壇を、より充実
したものにし、花壇づくり、花の管理を通して、区民の親睦と
交流を更に深めます。

130,000 100,000

泉 区民ふれあいの集い

夏祭りやカラオケ大会を開催することにより、世代を越えた区
民の交流や親睦の輪が広がり、地域の活性化を図ります。ま
た、普段あまり接点のない子どもと大人（お年寄り）の交流を
通して、風通しのよい地域を形成します。

195,000 68,000

中之条
中之条永代々神楽復
活事業

５０年以上途絶えていた中之条の獅子舞神楽を復活し、区民
の中から舞い手、楽人を養成し、江戸時代から伝わる伝統文
化を蘇らせます。また、復活に向けて区民の心を結集させ、地
域を支える人材を育成します。

800,000 300,000

四ッ屋
コミュニティガーデン
づくり

花いっぱい運動の一環として、区民自らが力を合わせてコミ
ュニティガーデンを整備し、バラをはじめとした花づくりを通
して子どもから老人まで集い楽しめる憩いの場を創出します。

432,400 300,000

田　町 十王堂まつり

毎年１０００人以上が訪れる十王堂の縁日に合わせ、笹舟流
し、盆おどり等を行い、区民が一体となった手作りによる夏祭
りを開催し、地域の活性化を推進すると共に地域の伝統文化
の継承を図ります。

230,034 130,000

旭ヶ丘
区民憩いの広場づく
り事業

現在の区民広場の問題点を区民自らの手で改善し、利用しや
すく愛着の持てる憩いの広場を整備します。また、植樹や芝貼
り、テーブールやベンチの制作・管理を通して、区民のコミュ
ニケーションを図ります。

389,860 300,000

南日名
長寿社会の地域　　
づくり

地域の子どもたちと高齢者が、世代を越えて交流する機会を、
毎月１回定例的に設けて、地域のコミュニケーションの場づく
りを推進すると共に、高齢者の生きがいづくり、子どもの安全
確保にもつなげていきます

61,000 54,000

北日名
しだれ桜の里づくり
事業

３０年前からの地域の願いをもとに、三社山広場一帯にしだ
れ桜を植え、地域の良好な景観づくりを図ると共に、子供たち
の遊び場や、地域住民の憩いの場として整備します。

352,800 300,000

苅屋原
苅屋原区清掃の日と
夏祭り

学童の安全と環境整備の観点から、子ども達の夏休みに合わ
せて、区民総出で区民ひろばや区内道路の清掃活動を実施す
ると共に、清掃した広場を会場に区民全員参加の夏祭りを開
催し、区民はもとより帰省された方 と々のコミュニケーション
を図り、ふるさとへの愛着を深めます。

235,500 82,000

上五明
区民参加による上五
明区の活性化促進

里山整備、子ども達の自立体験（通学合宿）、緑化推進、神
楽・長もちの育成、区民報の発行、文化祭などの一連のつど
いの場づくりを推進し、区民の連帯意識の高揚と、より活動
的な地域づくりを目指します。

504,000 300,000

上　平
出浦沢川の環境整備
と蛍復活

区内の中心を流れる出浦沢川の環境を整備し、台風で全滅し
た蛍の復活を目指すと共に、周辺広場への植樹やボンボリの
設置を行い、区民相互の親睦を図りながら河川や蛍に対する
愛と情緒を育み、郷土愛の醸成を図ります。

441,000 300,000

月　見
月見区「ふるさと創生
いきいき活動」事業

健康で活力ある地域をつくるため、区民ボランティアでの広
場の整備、スポーツ交流、夏祭りを実施し、区民によるの諸
活動の活性化を通して、いきいきとした地域づくり、仲間づく
り、ふるさとの創生を推進します。

280,000 132,000

※ 助成対象となる事業費は「食糧費」「備品購入」「出役に係る手当」「工事費」｢委託費｣以外という制
約の中で、多くの区民の参加をキーワードに、各区において、知恵を出し合い、工夫を凝らした事業が
申請されました。なお、助成の上限は30万円です。
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下
水
道
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
金
は
、
下

水
道
の
供
用
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

順
次
納
付
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
の
は
、

左
の
図
で
濃
く
色
の
か
か
っ
た
区
域

に
土
地
を
所
有
し
た
り
、
借
り
た
り

し
て
い
る
方
で
、
下
水
道
へ
の
接
続

の
有
無
に
関
係
な
く
納
付
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
手
続
き

　

新
た
に
対
象
と
な
る
方
に
は
、
４

月
に
『
受
益
者
申
告
書
』
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
対
象

と
な
る
土
地
を
確
認
の
う
え
、
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
た
申
告
内
容
を
審
査
し
、
賦
課
ま

た
は
猶
予
の
決
定
を
し
ま
す
。

②
負
担
金
額

　

一
つ
の
敷
地
（
土
地
の
筆
が
複
数

で
も
、
一
つ
の
区
画
を
形
成
し
て
い

る
一
団
の
土
地
）
に
対
し
て
、
一
律

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割
と
敷

地
面
積
割
の
合
算
に
な
り
ま
す
。

　

○
均
等
割　

19
万
３
千
円

　

○
面
積
割　

３
５
０
円
／
㎡

③
猶
予
に
つ
い
て

　

農
地
な
ど
で
徴
収
猶
予
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
負
担
金
の
徴

収
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
は
８
月
か
ら
始
ま
り
、
10
月

・
12
月
・
２
月
の
４
回
が
納
期
と
な

り
ま
す
。
納
付
は
、
年
４
回
×
５
年

の
20
回
分
割
で
す
が
、
全
額
一
括
や

１
年
分
の
前
納
な
ど
に
は
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
、
お
得
で
す
。

　

す
で
に
納
付
対
象
で
納
付
が
済
ん

で
い
な
い
方
と
今
年
度
か
ら
新
た
に

賦
課
の
対
象
と
な
る
方
（
賦
課
決
定

通
知
を
同
封
）
に
は
７
月
中
に
納
付

書
を
発
送
し
ま
す
。

　

新
た
に
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対

象
と
な
る
区
域
を
含
め
、
現
在
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域

に
該
当
す
る
お
宅
で
、
ま
だ
下
水
道

へ
の
接
続
を
す
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、

早
期
接
続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備
工
事
は
、

町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
工
事
契
約
の
際

に
は
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

店
の
一
覧
表
は
都
市
・
下
水
道
課
に

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
18
年
度
に
新
た
に

対
象
と
な
る
方

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

納
付
時
期
と
方
法

接
続
は
お
早
め
に※ 濃く色のかかっている区域が、新たに受益者負担金の

対象となる区域です。

◎申込・問い合わせ先

　都市・下水道課下水道係

　☎８２－３１１８２－３１１１（内線１（内線２５２５３、３、２５２５４）４）

　有線８８－１０１６８８－１０１６

◎申込・問い合わせ先

　都市・下水道課下水道係

　☎８２－３１１１（内線２５３、２５４）

　有線８８－１０１６
下水道 供用区域広がる 受益者負担金の受益者負担金の

納付をお願いします納付をお願いします
受益者負担金の
納付をお願いします

平成18年度下水道事業受益者負担金 新規賦課区域

（坂城・中之条地区）

（村上地区）
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水
洗
化
ロ
ー
ン
の

ご
利
用
を

　

こ
の
制
度
は
、
下
水
道
が
供
用
開

始
さ
れ
た
区
域
の
方
が
、
宅
内
か
ら

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
（
宅
内
排
水

設
備
工
事
）
に
要
す
る
資
金
の
あ
っ

旋
と
利
子
補
給
を
行
い
、
下
水
道
の

普
及
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

名 
称　

『
坂
城
町
下
水
道
排
水
設
備

改
造
等
資
金
あ
っ
旋
及
び
利
子
補

給
制
度
』

融
資
あ
っ
旋
対
象
者

① 

下
水
道
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
以
内
に
下
水
道
接
続
の
た
め
の

排
水
設
備
工
事
を
行
う
方

② 

下
水
道
の
処
理
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
建
築
物

の
所
有
者
の
同
意
を
得
た
方

③ 

町
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
資
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
方

⑤ 

金
融
機
関
の
保
証
会
社
の
保
証
を

受
け
ら
れ
る
方
（
連
帯
保
証
人
は

不
要
）

融
資
あ
っ
旋
額

　

 

１
世
帯
20
万
円
以
上
１
０
０
万
円

以
下
（
た
だ
し
、
排
水
設
備
工
事

に
要
し
た
費
用
以
内
）

利
率　

４
．
５
％
（
保
証
料
込
）

利 

子
補
給　

利
子
の
２
分
の
１
相
当

を
補
給
す
る

償 

還
方
法　

５
年
60
回

払
い
以
内
の
元
利
均

等
月
賦
償
還

融
資
取
扱
い
金
融
機
関

　

 

八
十
二
銀
行
坂
城
支

店
、
長
野
県
信
用
組

合
坂
城
支
店
、
長
野

信
用
金
庫
坂
城
支
店
、

長
野
銀
行
坂
城
支
店
、

ち
く
ま
農
協
（
坂

城
・
村
上
・
南
条
・

中
之
条
各
支
所
及
び

坂
城
南
出
張
所
）

補
助
金
の
対
象

　

公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
区
域
及

び
「
下
水
道
等
整
備
構
想
エ
リ
ア
マ

ッ
プ
」
第
四
期
整
備
予
定
区
域
等
の

下
水
道
整
備
計
画
が
さ
れ
て
い
る
区

域
以
外
の
区
域
（
右
図
参
照
）
で
、

専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
が
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

補
助
金
額

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
購
入
費
と
設
置

費
で
す
。

　

補
助
金
額
は
、
設
置
す
る
浄
化
槽

の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
「
人
槽
」
で
あ
ら
わ
し
、

原
則
と
し
て
家
の
延
床
面
積
で
決
ま

り
ま
す
。

※
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
着
工

前
に
都
市
・
下
水
道
課
下
水
道
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
の
補
助
金

処理対象
人員 ５人槽 ７人槽 10人槽

延床面積 130㎡
未満

130㎡
以上

台所及び浴室が二箇所
以上

（二世帯住宅）
補助金額 354千円 411千円 519千円

８２－３１１１（内線２５３、２５４）

８８－１０１６
下水道 供用区域広がる下水道 供用区域広がる 受益者負担金の

納付をお願いします下水道 供用区域広がる
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新しい校長先生が着任
　４月１日付で、坂城中学校に飯田市立高陵中学校から田
中茂伸校長が、南条小学校に岡谷市立長地小学校から花岡
ひさ江校長が、村上小学校に長野市立松ヶ丘小学校から中
嶋常博校長が着任されました。

村上小学校
中嶋　常博 校長

南条小学校
花岡　ひさ江 校長

坂城中学校
田中　茂伸 校長

　

４
月
１
日
付
で
、
村
上
児
童
館
長
に
大
池
義
高
さ
ん

（
横
町
）
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
坂
城
児
童
館
長
は
沢

田
武
男
さ
ん
（
月
見
）
に
、
南
条
児
童
館
長
は
牧
野
多

恵
子
さ
ん
（
日
名
沢
）
に
引
き
続
き
お
勤
め
い
た
だ
き

ま
す
。
任
期
は
牧
野
さ
ん
が
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
、

大
池
さ
ん
と
沢
田
さ
ん
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。 村

上
児
童
館
に

新
任
の
館
長
が
着
任

村上児童館
大池　義高 館長

　

女
性
の
諸
問
題
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
女
性
の
地

位
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
２
名
の
女
性
専
門
相

談
員
が
女
性
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
適
切
な

指
導
と
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
引
き
続
い
て
永
井
洋
子
さ
ん
と
、
平

成
16
年
か
ら
か
ら
引
き
続
い
て
中
沢
慈
子
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
と
も
に
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

永
井
洋
子
さ
ん
（
中
之
条
）

　

☎
・
有
線
８
２
│
４
８
６
３

　

中
沢
慈
子
さ
ん
（
四
ツ
屋
）

　

☎
・
有
線
８
２
│
２
８
９
２

女
性
専
門
相
談
員
を
再
任

交通事故ゼロを目指して
交通指導員を委嘱

　町交通指導員に次の９名の方が委嘱されま
した。
　交通指導員は、街頭指導の実施など、交通
安全について適切な指導と助言を行い、町の
交通安全の確保にご協力をいただきます。

坂城町交通指導員（敬称略）
氏　　名 住　所 電話・有線 備　考

中 嶋 博 隆 中之条６ ８２－２２３８ 会　長
中曽根　正一 四ツ屋４ ８２－３３２７ 副会長
宮 下 五 郎 中之条25 ８２－４７３１ 監　事
深 井 洋 一 旭ヶ丘４ ８２－３５５８
宮 下 盛 造 金井８ ８２－６２８４
高 島 晴 夫 月見４ ８２－７０９１
池 田 太 郎 入横尾17 ８２－４８３３
西 沢 基 雄 北日名４ ８２－５３６３
小 坂 照 明 上平第一 ８２－３５１６

任期は平成18年４月1日～平成20年３月31日まで

楽
し
い
学
校
に

心
と
知
恵
を
み
が
く

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

教
育
は
愛
と
ロ
マ
ン

魅
力
あ
る
学
校
に

「
坂
城
の
子
は
坂
城
で
育
て
る
」
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農
作
業
標
準
賃
金

 　

今
年
度
の  

協
定
書

 

農
作
業
機
械
標
準
料
金

坂
城
町
農
作
業
標
準
賃
金
等
協
定
協
議
会

燃
料
価
格
の
上
昇
で
、
動
力
作
業
料
金
を
改
訂

作　　　　　業　　　　　名 賃金または料金 適　　　　　　　　　　用

人　

力　

作　

業

農繁期作業　田植え・収穫 ９２０円 １　時　間　当　た　り

一 般 作 業（果樹含む） ８２０円 〃

剪 定 作 業 １,８００円 〃

袋 掛 け 作 業 ８２０円 〃

花 き 作 業 ７００円 〃

動　
　
　
　
　
　

力　
　
　
　
　
　

作　
　
　
　
　
　

業

ト ラ ク タ ー 耕 う ん
１回目 ９,６００円

10ａ当たり
・ 基盤整備して
いない田、5a
未満の田及び
ワラを入れた
場合は、それ
ぞれ加算する。

圃
場
条
件
・
作
業
の
難
易
・
土
質
・
圃
場
の
大
小
等
に
よ
り
料
金
加
算

２回目 ７,９００円

す き 起 こ し ９,８００円 〃

代 か き 作 業 ７,６００円 〃

田 植 え 機

苗付 ３４,２００円
10ａ当たり

（苗箱施薬代は別途）
田植えのみ １０,３００円

苗のみ（１箱） １,０５０円

自 脱 型 コ ン バ イ ン
ワラ結束 ２２,９００円 10ａ当たり

（運搬費10a当たり2,000円） ・ 倒伏、湿田の場
合は20％増し。

ワラ切断 ２１,９００円

バ イ ン ダ ー １１,５００円
10ａ当たり

（結束ひも付き）

ハ ー ベ ス タ ー １０,３００円
10ａ当たり

（機械1人付き）

バ ッ ク ホ ー ４,３００円 1時間当たり
（オペレーター付き、運搬費別）

スピードスプレヤー（散布のみ） ３,８００円 10ａ当たり

ワ ラ 切 断（カッター） ３,２００円 １時間当たり

乗 用 草 刈 機 ３,１００円 10ａ当たり

　5月1日から10月31日まで、アウトドアに最適
な、和平公園山の家・バンガローが利用できま
す。利用をご希望の方は、お早めにお申し込み
ください。
◆利用料金
　【山 の 家】高校生以上　１泊　  ,２００円
　　　　　　　小・中学生　１泊　  ,１５０円
　【バンガロー】１棟につき　１泊　３,０００円
　【毛　　布】１枚　１００円（10枚単位）
◎申込・問い合わせ先
　都市公園管理センター（びんぐしの里公園内）
　午前８時30分～午後５時
　☎・有線８２－０２３４

和平公園 山の家和平公園 山の家
オープンオープン

竹林に包まれ、ほっと一息

コミュニティ公園を整備
　

中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
東
側
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
公
園
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

周
囲
の
自
然
を
活
か
し
な

が
ら
、
文
化
的
風
情
の
あ
る

公
園
と
し
て
、
東
屋
、
遊
具

な
ど
を
設
置
し
、
鉄
の
展
示

館
や
宮
入
行
平
刀
匠
顕
彰
碑

な
ど
の
周
辺
散
策
も
で
き
る

よ
う
歩
行
者
用
道
路
も
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
の
展
示

館
、
坂
木
宿 

ふ
る
さ
と
歴

史
館
へ
来
館
さ
れ
る
際
な
ど
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
公
園
整
備
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
宝
く
じ
の
助
成
を
う
け

て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
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◆日時　５月21日（日）　午前９時～
◆場所　びんぐしの里公園
◆主催　坂城ライオンズクラブ、㈱坂城町振興公社

　９：００ 開会式
　９：１５ ステージ発表
１０：００ 模擬店販売開始（１３：３０まで）
１０：４５ 参加・体験教室始業　　　　　
　　　　　もちつき
１２：００ ステージ発表
１４：００ 清掃作業
１４：３０ ビンゴゲーム
１５：３０ 閉会式

当日、参加申込を受け付けます。
（ただし、人数によっては希望の教室に参加でき
ない場合もあります。）
○緑の教室（植樹）　午前９時30分～
○竹馬づくり　　　○小刀づくり
○まが玉づくり　　○お話しパケット号
○もちつき教室　　○シャボン玉
○動物とのふれあい

じゃがバタ、豚汁、わたあめ、ポップコーン、お
好み焼き、おもち、かき氷、クレープ、うどん、
金魚すくい、開畝共同作業センターの作品販売な
どがあります。

☆参加・体験教室☆

☆プログラム

☆模擬店☆

第4
回 子どもフェ

スティバルinびんぐしに集まれ!! 第4
回 子どもフェ

スティバルinびんぐしに集まれ!! 
　第４回子どもフェスティバルinびんぐしを開催しま
す。
　各種体験教室、町内各小学校のステージ発表、ゲ
ーム、お笑い、マジック、模擬店などが開催されます。
また、環境美化運動、薬物乱用防止キャラバンカーや
お話しパケット号の訪問なども行われます。

善意の灯善意の灯善意の灯 次の方々からの寄附をありがたく採納いたしました。
厚くお礼申し上げます。

金
７
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
横
町
公
民
館
建
設
費
と
し
て

　

坂
城
町　

横
町
区

軟
式
野
球
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
一
式

　

た
だ
し
、
坂
城
中
学
校
備
品
と
し
て

　

坂
城
町
大
字
中
之
条

　

宮
後
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

宮
後　

睦
雄　

様

金
２
０
０
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
地
域
活
性
化
事
業
の
た
め

　

坂
城
町
大
字
中
之
条

　

株
式
会
社　

ケ
ー
エ
ム
ケ
ー　

様

二
部
式
ね
ま
き　

７
着

　

た
だ
し
、
社
会
福
祉
の
た
め

　

千
曲
市
屋
代

　

屋
代
南
高
等
学
校

　

被
服
科
・
同
窓
会　

様

金
２
０
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
社
会
福
祉
の
た
め

　

長
野
市
稲
里
町
中
氷
鉋
字
三
島

　

北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

後
藤　

幸
雄　

様

金
２
５
，
０
０
０
円

　

た
だ
し
、
社
会
福
祉
の
た
め

　

千
曲
市
屋
代

　

長
野
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
埴
科
支
部

　

青
年
部
長　

加
藤　

泰
治　

様

日
本
刀
７
点
、
書
、
絵
画
等
約
４
０
０
点

　

た
だ
し
、
鉄
の
展
示
館
備
品
と
し
て

　

坂
城
町
大
字
坂
城

　

宮
入　

恵　

様

　

（
ほ
か　

宮
入　

鏡　

様
、

　
　
　

小
宮
山　

節　

様
、
宮
入　

映　

様
）

生
活
習
慣
病（
成
人
病
）

健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
11
時

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

（
９
日
は
午
前
の
み
）

申
込
方
法

　

２
月
に
地
区
保
健
補
導
員
を
通
じ

て
申
し
込
ん
だ
方
に
は
受
診
表
・
問

診
表
・
採
便
容
器
を
保
健
補
導
員
が

配
布
し
ま
す
。
申
込
を
し
て
い
な
い

方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方
は
５
月

11
日
（
木
）
ま
で
に
町
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

の
際
は
採
便
容
器
代
３
０
０
円
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
５
１
１
）

　

有
線
８
８
│
１
０
４
７

日　　時 場　　所
５月19日㈮

保健センター
22日㈪
23日㈫

文化センター24日㈬
６月７日㈬
８日㈭

ＪＡちくま村上支所
９日㈮
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さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園

ば
ら
祭
り
を
開
催
し
ま
す

　

６
月
に
は
千
曲
川
バ
ラ
公
園
が
、

今
年
最
初
の
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
美
し
い
ば
ら
に
囲
ま

れ
た
こ
の
公
園
で
「
第
１
回　

ば
ら

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
美
し
い
ば

ら
を
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
、
ば
ら
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
３
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

　

さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
周
辺

内
容

・
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
拡
張
区

画
開
園
式

・
小
中
学
生
に
よ
る
記
念
植
樹

・ 

坂
城
中
学
校
生
徒
に
よ
る
千
曲
川

宣
言

・ 

南
条
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
演
奏

・ 

中
村
浩
志
さ
ん
（
信
州
大
学
教

授
）
と
の
千
曲
川
観
察
会

・
ば
ら
の
挿
し
木
講
習
会

・
ば
ら
な
ど
の
販
売

　

な
ど

※
千
曲
川
観
察
会
の
対
象
は
小
学

５
・
６
年
生
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
５
月
22
日
ま
で
に
都
市
・
下
水

道
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
者
先
着
１
０
０
人
に
、
ば
ら

の
ミ
ニ
鉢
植
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
午
後
３
時
か
ら
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

　

大
人
向
け
‥
１
，
５
０
０
円

　

子
ど
も
向
け
‥
１
，
０
０
０
円

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
・
下
水
道
課

　
☎
８
２
│
３
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　

有
線
８
８
│
１
０
１
５

稲玉徳兵衛翁偲ぶ会に
ご参加ください 　

江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
初
め
の
動
乱
期
に
、

町
の
開
墾
事
業
を
奨
励
尽
力
し
、
町
民
生
計
の
基

盤
を
樹
立
さ
せ
、
郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た
稲
玉

徳
兵
衛
翁
。
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
翁
の
業
績
を
再

発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
文
化
を
高
揚
さ
せ
、

私
た
ち
の
未
来
を
よ
り
よ
き
も
の
に
す
る
た
め
、

翁
を
偲
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
横
町
の
心
光
寺
か
ら
会
場
の
昌

言
神
社
ま
で
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
行
い
ま
す
。

期
日　

５
月
21
日
（
日
）

　

雨
天
決
行

【
日
程
】

◇
午
後
２
時
〜

　

（
会
場　

昌
言
神
社
：
平
沢
）

　

式
年
祭
・
直
会

　

演
奏
会
〈
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
・
朗
読
〉

　

曲
目
‥
稲
玉
徳
兵
衛
翁
に
捧
げ
る

　

奏
者
‥
中
沢　

医
さ
ん
（
四
ツ
屋
）

※ 

送
迎
バ
ス　

午
後
１
時
に
心
光
寺
よ
り
送
迎
バ

ス
が
出
発
し
ま
す
。

　

会
の
終
了
後
、
心
光
寺
ま
で
バ
ス
で
戻
り
ま
す
。

◇
午
後
３
時
30
分
〜

　

（
会
場　

心
光
寺
：
横
町
）

　

翁
墓
参
り

　

翁
石
標
建
立
開
眼
法
要

　

記
念
講
演
「
東
北
信
の
民
俗
文
化
に
つ
い
て
」

　

講
師
‥
浅
野
井　

坦
さ
ん
（
網
掛
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

稲
玉
徳
兵
衛
翁
頌
徳
伝
承
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
心
光
寺
内
）

　

☎
・
有
線
８
２
│
７
７
８
９

　

合
併
50
周
年
記
念
事
業
の
集
大
成
と
し
て
「
現

在
の
坂
城
を
記
録
し
、
未
来
の
坂
城
人
へ
伝
え
た

い
」
と
い
う
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に
製
作
し
て

き
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
完
成
し
、
そ
の
設
置
・
除

幕
式
を
行
い
ま
す
。
カ
プ
セ
ル
に
は
町
内
小
中
学

生
、
各
種
団
体
の
代
表
、
平
成
17
年
生
ま
れ
の
子

の
保
護
者
な
ど
か
ら
、
50
年
後
の
町
・
自
分
・
子

ど
も
宛
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
封
入
さ
れ
、
西
暦
２

０
５
６
年
の
４
月
に
開
封
さ
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
８
時
50
分

設
置
場
所　

び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
内

　
　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
脇
の
斜
面

◎
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　

☎
・
８
２
│
３
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　

有
線
８
８
│
１
０
１
８

町合併50周年記念
未来への思いを託した未来への思いを託した
タイムカプセルを設置タイムカプセルを設置
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４
月
上
旬
か
ら
飼
い
犬
の
登
録
及

び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
合
実
施
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
登
録
も
し
く

は
今
年
度
の
注
射
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
表
の
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

 

生
後
91
日
以
上
で
登
録
を
受

け
て
い
な
い
犬

　
　
　

 

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
犬

注
射
の
際
に
必
要
な
も
の

① 

料
金　

登
録
済
み
で
ハ
ガ
キ
が
郵

送
さ
れ
て
い
る
場
合　

３
，
２
２

猶
予
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 
表
の
日
程
で
接
種
で
き
な
い
場
合

は
、
獣
医
科
医
院
で
接
種
す
る
か
、

７
月
２
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い

る
予
備
実
施
日
で
必
ず
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係　

　

☎
８
２
│
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
５
）

　

有
線
８
８
│
１
０
２
５

０
円
（
予
防
注
射
料
金
＋
注
射
済

票
交
付
手
数
料
）　

新
規
登
録
及

び
未
登
録
の
場
合　

６
，
２
２
０

円
（
登
録
料
＋
予
防
注
射
料
金
＋

注
射
済
票
交
付
手
数
料
）

② 

ハ
ガ
キ
（
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
申
請
書
）

　

 　

登
録
を
し
て
い
る
証
明
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
の
飼

い
主
の
方
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※ 

病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
接
種
で

き
な
い
場
合
は
、
獣
医
師
に
よ
る

実施日 場　　　所 時　　間

5月11日
㈭

鼠公民館裏 午前 9：30～ 9：50
ＪＡちくま南条支所前 10：00～10：15
金井麦大豆生産振興センター 10：25～10：40
町横尾公民館前 10：50～11：00
中之条14組合資源物収集所 11：10～11：25
入横尾公民館前 午後 1：00～ 1：10
泉区公民館前 1：20～ 1：35
中之条公民館前 1：45～ 2：00

5月21日
㈰

鼠公民館裏 午前 9：30～ 9：45
ＪＡちくま南条支所前 9：55～10：05
泉区公民館前 10：15～10：25
中之条公民館前 10：35～10：50
四ツ屋神明神社 11：00～11：15
ＪＡちくま坂城支所前 11：25～11：40
隣保館前 午後 1：10～ 1：20
ＪＡちくま村上支所前 1：30～ 1：40
月見区集会所前 1：50～ 2：00

お済みですか？お済みですか？
犬の飼い主の皆さんへ

　　　狂犬病予防注射
飼い犬の登録および

係
長
以
上
を
掲
載　

　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
任

西
沢
良
一

　

人
権
同
和
推
進
課
長
兼
隣
保
館
長

（
人
権
同
和
推
進
課
長
）

中
村
清
子

　

税
務
推
進
幹
兼
税
務
係
長

（
税
務
専
門
幹
兼
税
務
係
長
）

塚
田
郁
夫

　

企
画
調
整
係
長

（ 

都
市
整
備
係
長
兼
公
園
緑
地
係
長
）

天
田
民
男

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（ 

中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）

青
木
昌
也

　

 

都
市
整
備
専
門
幹
兼
都
市
整
備
係

長
兼
公
園
緑
地
係
長
兼
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
企
画
調
整
係
長
）

西
沢
き
ん

　

村
上
保
育
園
長

（
南
条
保
育
園
副
園
長
）

宮
嶋
敬
一

　
 

農
業
振
興
専
門
幹
兼
農
業
振
興
係

長
（
工
業
振
興
係
長
）

青
木
知
之

　

長
野
広
域
連
合
派
遣

山
崎
金
一

　

 

工
業
振
興
係
長
兼
産
学
官
交
流
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
農
業
振
興
係

長
）

竹
内
禎
夫

　

生
活
女
性
係
長

（
広
報
情
報
係
長
）

伊
達
博
巳

　

広
報
情
報
係
長

（
保
健
年
金
係
長
）

関　

貞
巳

　

保
健
年
金
係
長

（
長
野
広
域
連
合
派
遣
）

前
沢
栄
子

　

保
健
セ
ン
タ
ー
係
長

（
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

宮
入
正
代

　

福
祉
専
門
員

（
文
化
財
専
門
員
）

【
新
規
採
用
】

時
信
武
史　
　

生
涯
学
習
課

小
林
利
史　
　

税
務
課

中
嶋
さ
や
か　

南
条
保
育
園

坂
城
町
役
場
の
人
事
異
動

　

平
成
18
年
度
よ
り
、
人
権
同
和
推
進
課
が
役
場
庁
舎
内
か
ら
隣
保

館
内
へ
と
移
り
ま
し
た
。
電
話
番
号
も
左
記
へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
人
権
同
和
推
進
課
（
隣
保
館
内
）
☎
・
有
線
８
２
│
６
６
０
３

　

ま
た
、
各
分
野
を
連
携
し
効
率
的
に
事
業
を
進
め
る
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
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　水中ウォーキングを始めてみたい
と思っている方、参加してみません
か？
　この教室はご自分にあったペース
で水中運動をしていただける初級コ
ースです。どなたでも参加できます
ので、お気軽にご利用ください。
日時　５月２日、９日、16日　　　
　　　23日、30日（火）
　　　午後１時30分～２時30分
参加費　 １回100円（入館料は別途

かかります）
※ 水着・スイミングキャップはご持
参ください。
◎問い合わせ先
　びんぐし湯さん館
　☎・有線81－7000

　隣保館では、住民相互の交流と生
きがいづくり・健康増進を図ること
を目的に、隣保館ふれあい講座を開
催しています。皆さんお気軽にご参
加ください。
ちぎり絵
　毎月第２・４金曜日
　午後２時～３時30分
　講師：柳澤信男さん
太極拳
　毎月第２・４火曜日
　午前10時～正午
　講師：滝沢しま子さん
スマイルボウリング
　毎月第３木曜日
　午後１時30分～３時
　講師：高橋貞雄さん
◎問い合わせ先
　隣保館
　☎・有線82－6603

　野菜や手づくりお菓子、子どもコ
ーナー、手芸品の販売など行います。
お気軽にお越しください。
日時　５月28日（日）
　　　午前10時～午後１時
◎問い合わせ先
　坂城幼稚園
　☎・有線82－3295

インフォメーション＠さかき

　納付書の場合は、納期限に最寄り
の金融機関で納入してください。口
座振替は、５月31日が振替日となり
ます。
　納入方法、口座の変更を希望され
る方は、５月22日（月）までにご連
絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　税務課収税係
　☎82－3111（内線142）
　有線88－1032

　５月22日（月）～28日（日）まで
の１週間は「春の行政相談週間」で
す。この「行政相談」は、国や県、
町が行っている仕事への要望、苦情、
意見をお聞きし、解決や実現を図る
ことを目的としています。
　行政相談員が町民と行政のパイプ
役としてお手伝いします。町ではこ
の週間中に相談所を開設します。相
談は無料で、秘密は固く守られます。
日時　５月22日（月）
　　　午前９時～正午
場所　役場第５会議室（３階）
行政相談員　大池令子さん
　☎・有線82－4703
※ 月１回定例相談日を設け、また電
話はいつでも受け付けています。

日時　５月27日（土）
　　　午後６時30分開場　７時開演
場所　坂城テクノセンター
テーマ　ジャズ＆はやり歌
曲目　シング・シング・シング
　　　 スウィングしなけりゃ意味が

ない
　　　イン・ザ・ムード
　　　松田聖子メドレー
　　　異邦人
　　　いい日旅立ち
　　　ほか

◎問い合わせ先
　宮沢幸彦さん
　☎82－4975

坂城町吹奏楽団・消防音楽隊
青春プレイバックコンサート

軽自動車税の納付期限は
　　５月３１日（水）です

町税等の納入
　春の香りいっぱいの草もちと、お
祭りなどの行事には欠かせない大福
を作ります。基本を覚えればアレン
ジは簡単です。
日時　５月10日、24日（水）
　　　午前９時30分
場所　 びんぐしの里農産物加工セン

ター
募集人員　両日とも18人
参加費　1,500円
　　　（当日お持ちください）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線82－0141

　陶芸・手芸など、町内の作家の皆
さんに出店していただく「クラフト
フェア」と、「街かど音楽会」を開
催します。当日は「味の名店街」と
して、地元の食べ物の販売も行う予
定ですので、ぜひお越しください。
また、同日、オビスポ（横町）では、
昨年好評をいただいたカスタムナイ
フ展も開催します。
　　　◆出店・出演者募集◆
　クラフトフェアの出店者および、
音楽会の出演者を募集します。募集
数に限りがありますので、早めにお
申し込みください。
【クラフトフェア】
　５月27日（土）
　午前10時～午後５時
　　　28日（日）
　午前10時～午後３時
【街かど音楽会】
　５月27日（土）
　午後１時～４時
　場所　けやき横丁（横町）
【カスタムナイフ展】
　５月27日（土）
　午前10時～午後５時
　　　28日（日）
　午前10時～午後４時
　場所　オビスポ（横町）
クラフトフェア出店料
　１日：500円（予定）
◎申込・問い合わせ先
　ミニクラフトフェア実行委員会
　林　裕規さん
　（サンルイス　ハヤシ）
　☎・有線82－8666

春の行政相談週間

常時団員を募集しています。

びんぐし湯さん館より
「楽らく水中ウォーキング」
　　　　　　　へどうぞ！

隣保館ふれあい講座
参加者募集

坂城幼稚園バザーを
開催します

草もち・大福体験教室

ミニクラフトフェア開催
参加者を募集します

15



　

４
月
15
日
（
土
）
か
ら
、
鉄

の
展
示
館
に
お
い
て
、
全
日
本

刀
匠
会
信
越
北
陸
支
部
展
「
北

信
越
の
現
代
刀
工
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
国
宝
・
天
田
昭
次
刀
匠

（
新
潟
県
）
を
は
じ
め
、
第
一

線
で
活
躍
を
続
け
る
長
野
、
新

潟
、
福
井
、
富
山
、
石
川
県
の

刀
匠
た
ち
の
作
品
の
ほ
か
、
特

別
出
品
と
し
て
、
故
・
宮
入
行

平
刀
匠
絶
作
の
太
刀
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
展
示
は
６
月
18

日
（
日
）
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鉄
の
展
示
館

　

☎
・
有
線
８
２
│
１
１
２
８

鉄の展示館 北信越の現代刀工

　

長
野
地
域
景
観
推
進
会
議
が
開
催
す
る
平

成
17
年
度
の
「
私
の
す
て
き
な
ふ
る
さ
と
の

け
し
き
」
小
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
町
内
小
学
生
３
名
が
各
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

【
優
秀
賞　

４
年
の
部
】

　

南
条
小
学
校
４
年　

塚
田
千
尋
さ
ん

【
特
別
賞　

坂
城
町
長
賞
】

　

南
条
小
学
校
６
年　

高
橋　

希
さ
ん

【
特
別
賞　

長
野
県
建
築
士
会
埴
科
支
部
】

　

南
条
小
学
校
６
年　

神
林
春
美
さ
ん

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時　

５
月
２
日
（
火
）
〜
９
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

場
所　

坂
城
駅
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「私のすてきなふるさとのけしき」絵画コンクール
入選作品を展示します

　

３
月
26
日
（
日
）
、
中
心
市
街
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

町
商
店
街
に
ぎ
わ
い
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
坂
城
中
学
校
吹
奏
楽
部

＆
南
条
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
チ
ャ

リ
テ
ィ
演
奏
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
、
東
海
大
会
へ
出
場

す
る
な
ど
の
活
躍
を
続
け
る
両
部
の

活
動
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
大
人
ひ
と

口
５
０
０
円
か
ら
、
子
ど
も
ひ
と
口

１
０
０
円
か
ら
の
募
金
を
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
、
結
果
は
約
２
０
０
人

の
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
19
万
円

の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

両
部
の
演
奏
を
初
め
て
聴
き
、
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
声
や
、

も
っ
と
聴
き
た
い
と
い
う
要
望
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
実
行

委
員
会
で
は
、
次
回
の
開
催
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

がんばれ吹奏楽部＆金管バンド部！
チャリティーコンサートを開催

　

月
見
区
の
県
営
住
宅
南
に
あ
る
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
月
見
」
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
囲
碁
、
将
棋
、

卓
球
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
が
行

え
る
ほ
か
、
読
書
や
学
習
、
交
流
の
場
な

ど
、
多
様
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、３

月
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
講

師
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ひ
よ
こ
組
」
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
用
語
や
キ

ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
と
い
っ
た
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
を
勉
強
し
ま
し
た
。
教
室
以
外
で

も
、
事
前
に
連
絡
を
す
れ
ば
、
講
師
の
方

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

自
由
に
、楽
し
く
、誰
で
も
使
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
月
見
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
館
日　

木
曜
日

開
館
時
間　

月
〜
水
曜
日

　

午
後
12
時
30
分
〜
５
時
30
分

　

金
〜
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

　

☎
・
有
線
８
２
│
６
１
６
０

コミュニティ月見をご利用ください

▼写真左から高橋希さん、神林春美さん、塚田千尋さん
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８２－３１１１（内線２５３、２５４）

８８－１０１６
下水道 供用区域広がる 受益者負担金の

納付をお願いします

　ハローワークでは、来春大学・短
大・専修学校などの卒業予定者及び
今春の未就職卒業者の方を対象とし
て、ハローワーク長野・篠ノ井・飯
山・須坂合同による北信地域就職面
接会を開催します。
　当日は各企業の採用担当者と直接
面接できるとてもよい機会です。大
勢の皆さんの参加をお待ちしていま
す。
日時　５月22日（月）
　　　午後１時～４時30分
　　　（受付は正午開始）
場所
　ホテルメトロポリタン長野
◎問い合わせ先
　ハローワーク篠ノ井
　☎（026）293－8609

応募資格　 満20歳以上の心身ともに
健康な方で、千曲川・犀
川に接する機会が多く、
河川愛護に関心をお持ち
の方。

　長野広域連合が管理運営する高齢
者福祉施設のあり方についてのご意
見等をいただくための懇話会委員を
募集します。
対象　 長野広域連合関係市町村（長

野市他10市町村）に住所を有
する人

募集人員　２人
任期　 委嘱の日～提言まで（平成18

年度中を予定）
選考方法　小論文により選考します
申込　 ６月１日～15日の間に「高齢

者福祉施設について日頃感じ
ていること」をまとめた小論
文（８００字以内）と応募表
を提出してください

◎応募・問い合わせ先
　〒380－0801
　長野市箱清水1－3－8
　 長野市城山分室内長野広域連合総
務課
　☎（026）252－7032
　ホームページＵＲＬ
　http://www.area-nagano.jp

業務内容　 千曲川・犀川に関する意
見、モニター自身の河川
愛護に関する活動の報告
や地域のイベントなどの
情報、その他を最低月１
回報告していただく仕事
です。

任　　期　平成18年７月１日から
　　　　　平成19年６月30日まで
募集人員　若干名
報　　酬　月額4,580円
応募締切　５月26日（金）
応募方法　 官製はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号を明記の
上「河川愛護モニター応
募用紙希望」と書き込み、
下記へ郵送してください。
折り返し、応募用紙と募
集についての詳しい説明
書を郵送します。

◎問い合わせ・応募先
　〒380－0903
　長野市鶴賀字峰村74番地
　国土交通省千曲川河川事務所
　占用調整課
　「河川愛護モニター募集係」
　☎（026）227－7768

長野広域連合より
高齢者福祉施設等の在り方
検討懇話会委員募集

北信地域合同就職面接会

河川愛護モニター募集

　

一
昨
年
よ
り
、
さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学
「
坂

城
の
山
を
歩
こ
う
」
の
講
座
が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
々

に
、
「
案
内
板
が
あ
れ
ば
…
」
「
コ
ー
ス
が
も

う
少
し
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
…
」
と
、
多
く
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
合
併
50
周
年
記
念
の
坂
城
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
か
ら
町

内
の
主
な
山
の
山
頂
や
ル
ー
ト
に
案
内
板
を
設

置
す
る
な
ど
、
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

案
内
板
は
、
登
山
口
、
途
中
所
々
に
、
こ
の

方
向
へ
進
め
ば
ど
の
山
に
行
か
れ
る
か
、
距
離
、

所
要
時
間
、
山
頂
の
表
示
等
、
全
ル
ー
ト
上
に

89
箇
所
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
に
参
加
し
た
、
関
係
す
る
区
の
区

長
さ
ん
、
区
役
員
さ
ん
、
町
林
業
委
員
さ
ん
、

南
条
森
林
組
合
の
理
事
さ
ん
、
里
山
愛
好
者
の

皆
さ
ん
な
ど
、
多
く

の
方
の
献
身
的
な
ご

協
力
の
も
と
、
コ
ー

ス
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

案
内
板
の
と
お
り

に
歩
け
ば
、
家
族
で
、

友
だ
ち
で
、
地
域
の

活
動
な
ど
で
、
楽
し

く
安
心
し
て
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
町

内
の
里
山
を
歩
き
、

稜
線
か
ら
見
る
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
是

非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
眺
望
を
通
じ
て
、
我
が

町
の
良
さ
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
坂
城
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
す

ば
ら
し
い
所
で
す
。

　

里
山
歩
き
の
ル
ー
ト
な
ど
の
詳
細
は
、
昨
年

発
刊
し
た
坂
城
町
合
併
50
周
年
記
念
「
さ
か
き

ふ
る
さ
と
１
０
０
選
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

実 

施
主
体　

里
山
歩
き
案
内
板
設
置
等
整
備
事

業
実
行
委
員
会　
　
　

委
員
長　

西
沢
民
雄

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　

文
化
セ
ン
タ
ー
内　

生
涯
学
習
課

　

☎
・
有
線
８
２
│
２
０
６
９

町
内
の
里
山
に
案
内
板
を
設
置

　

里
山
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う

　

里
山
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
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３
月
25
日
（
土
）
か
ら
４
月
23
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
坂
木
宿 

ふ
る

さ
と
歴
史
館
に
お
い
て
、
商
店
街
に

ぎ
わ
い
実
行
委
員
会
主
催
・
ス
テ
キ

さ
か
き
観
光
協
会
後
援
に
よ
る
「
古

雛
祭
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
お
宅
に
伝
わ
る

江
戸
〜
昭
和
初
期
頃
ま
で
の
雛
人
形

を
展
示
す
る
も
の
で
、
開
催
に
先
立

ち
、
に
ぎ
わ
い
実
行
委
員
会
の
会
員

の
皆
さ
ん
が
町
内
の
お
宅
を
訪
問
し

て
、
古
い
雛
人
形
を
集
め
た
結
果
、

22
対
・
約
２
４
０
点
の
人
形
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
形
の
多
く
は
江
戸
時

代
後
期
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
ほ
と

ん
ど
の
人
形
が
北
国
街
道
沿
い
の
お

宅
か
ら
出
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と

で
、
ま
さ
に
北
国
街
道
坂
木
宿
の
歴

史
・
文
化
が
う
か
が
え
る
展
示
と
な

り
ま
し
た
。

北
国
街
道
坂
木
宿
の
古
雛
祭
り

北
国
街
道
坂
木
宿
の
古
雛
祭
り

郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

▲享保雛（きょうほびな）
　江戸時代享保期（1700年代前期）に流行し
た大型の雛。古雛祭り展示された３対は、使
われている布地が古今雛と類似していること
から、江戸後期のものと考えられています。
豪華な衣装から、当時の豊かな生活ぶりがう
かがえます。

▶ 

御
殿
飾
り（
ご
て
ん
か
ざ
り
）

　

江
戸
時
代
終
わ
り
頃
か
ら
昭

和
30
年
代
半
ば
ま
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
江
戸
の｢

段
飾
り｣

に
対

し
て
、
上
方
を
中
心
に
好
ま
れ

た
形
式
で
、
坂
城
で
は
数
が
少

な
い
よ
う
で
す
。

▲
古
今
雛
（
こ
き
ん
び
な
）

　

安
永
期
（
１
７
０
０
年
代
中

期
）
頃
か
ら
江
戸
で
製
作
さ
れ
た

華
や
か
な
雛
。
北
国
街
道
の
文
化

が
開
花
し
た
当
時
、
坂
城
に
も
多

く
の
雛
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
作
ら
れ
て
い
る
一
般
的
な
雛
人

形
の
原
形
で
す
。

▶ 

鴻
巣
（
こ
う
の
す
）
の
古
製
と

い
わ
れ
る
雛

　

安
永
期
〜
幕
末
頃
ま
で
庶
民
の

間
で
流
行
し
た
紙
製
の
雛
。
江
戸

末
期
に
は
少
な
く
な
り
、
現
在
で

は
全
国
的
に
も
稀
に
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
珍
し
い
も
の
で
す
。
今

回
の
展
示
品
は
、
坂
城
で
古
く
か

ら
続
く
農
家
の
お
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

▼押し絵雛（おしえびな）
　高価な雛人形に対し、厚紙を台紙に
して作られた安価な雛。歌舞伎を題材
にしたものが多く、また、節句の祝品
として贈られたようです。
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南
条
小
学
校　

５
年

山
崎
友
里
子（
新
地
）

坂
城
町
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
須
坂
青
年
の
家
」
で
開
催

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

青
少
年
の
ひ
ろ
ば

　

３
月
22
日
〜
23
日
の
２
日
間
、
須
坂
市
の
長
野
県
須
坂
青
年
の
家

に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
に
地
区
子
ど
も
会
の
会
長
に
な
る
児
童
34

名
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
６
名
が
参
加
し
て
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
「
会
議
の
進
め
方
」

の
研
修
で
、
「
な
ん
だ
、
こ

ん
な
の
簡
単
じ
ゃ
ん
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
研

修
の
本
番
に
な
っ
て
困
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
事
前
に
、

読
む
練
習
を
一
所
懸
命
や
っ

て
も
、
本
番
、
何
が
お
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
「
練

習
で
は
読
む
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

声
の
大
き
さ
や
質
問
で
ど
う

答
え
る
か
」
な
ど
、
そ
う
い

う
こ
と
も
考
え
練
習
す
れ
ば
、

絶
対
子
ど
も
会
で
自
信
が
持

て
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
地
区
子
ど
も
会
で
や
る
遊

び
の
事
と
か
決
め
方
の
事
で
す
。

　

私
の
地
区
で
は
、
い
つ
も
子
ど
も

会
で
や
る
遊
び
は
同
じ
で
す
。
だ
か

ら
、
宮
尾
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
「
木
と
リ
ス
」
と
か
、
「
ボ
ウ
リ

ン
グ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
と
か
も
や
っ
て

み
た
い
で
す
。
決
め
方
も
し
っ
か
り

質
問
を
聞
い
て
か
ら
決
め
た
い
で
す
。

あ
と
、
お
楽
し
み
会
の
時
は
、
い
つ

も
保
護
者
の
方
々
や
役
員
の
方
々
が

会
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
の
力
で
会
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
勉
強
し
た
な
か
で
、
特

に
特
に
勉
強
に
な
っ
た
の
が
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
研
修
で
し
た
。
私
は

６
年
生
を
送
る
会
、
１
年
生
を
迎
え

る
会
な
ど
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
仲

良
く
な
る
ゲ
ー
ム
が
あ
ま
り
で
き
ま

■
発
行
・
編
集

　

坂
城
町
青
少
年
を
育
む
町
民
会
議

2006.5
NO.52

せ
ん
で
し
た
。
今
回
教

え
て
も
ら
っ
た
ジ
ャ

ン
ケ
ン
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
次
の

子
ど
も
会
か
ら
は
し
っ

か
り
と
で
き
そ
う
で
す
。

地
区
会
長
と
し
て
せ
い

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

年
下
の
人
達
を
ま
と

坂
城
小
学
校　

５
年

牧
村
真
由
子（
大
宮
）

村
上
小
学
校　

５
年

池
上　

利
慧（
上
平
）

め
る
こ
と
の
難
し
さ
で
す
。
研
修
の

「
地
区
子
ど
も
会
の
進
め
方
を
知
ろ

う
」
で
、
僕
は
、
小
学
生
に
何
か
ら

説
明
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
頭

が
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
４
月

に
な
る
と
中
学
に
新
入
生
が
入
学
し

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
ぼ
く
は
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
「
事
前
の
準
備
を
し
っ
か
り
と

や
る
」
な
ど
の
こ
と
を
し
て
、
後
輩

た
ち
を
ま
と
め
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　

リ
ー
ダ
ー

坂
城
中
学
校

　
　
　
　
　

１
年

高
見
沢
知
行

（
中
之
条
）
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春
は
新
入
学
の
児
童
が
通
学
し
ま

す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

と
一
緒
に
通
学
路
を
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
大
人
が
交
通

ル
ー
ル
の
手
本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
17
年
度
の
交
通
事
故
死
者
の

約
半
数
が
高
齢
者
で
す
。
夜
間
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
に

反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
自
動
車

を
運
転
す
る
と
き
は
「
高
齢
運
転
者

標
識
」
を
付
け
て
、
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
の
利
用
者
は
、
夜
間
必
ず

ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ふ
た
り

乗
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
２
台
以
上

並
ん
で
の
走
行
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
後
部
座

席
を
含
め
て
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
坂
城
町
は
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
率
が
低

い
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
は
大
切
な
お
子
さ
ん
を

守
る
た
め
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
お
子
さ
ん
の
体
格
に
合
っ

た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
に
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
、
ご
家
庭
で
の
話
し
合
い
な
ど
を

通
じ
、
家
族
全
員
が
理
解
し
合
い
、

子
ど
も
や
高
齢
者
が
交
通
事
故
の
被

害
に
遭
わ
な
い
安
全
な
坂
城
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

坂城町交番  ☎・有線８２－２００８

交通事故を
防止するには

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
有
線
８
２
│
２
５
５
９

食事のマナー
　学校では、各担任によって
行われていますが、ご家庭に
おけるしつけが基本になりま
す。ご協力をお願いします。

「いただきます」「ごちそうさま」の
あいさつをする。食事の前には手を洗う。

まわりの人に不快な気持ちを与
えない。

好き嫌いしないでなんでも食べ
る。正しい姿勢で食べる。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

健
太

　

ぼ
く
の
ク
ラ
ス
の
５
年
１
組
は
と

て
も
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
男
女
関

係
な
く
外
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ケ
イ

ド
ロ
を
や
り
ま
す
。
担
任
の
川
上
先

生
も
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
仲
間
に
入

っ
て
く
れ
ま
す
。
一
学
期
の
終
わ
り

に
は
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
キ
ャ
ン

プ
に
な
る
よ
う
み
ん
で
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

千
尋

　

わ
た
し
が
、
５
年
生
で
楽
し
み
な

こ
と
は
、
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
キ
ャ
ン

プ
は
、
小
学
校
で
、
５
年
生
し
か
や

り
ま
せ
ん
。
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

南条小学校５年１組学校だより学校だより学校だより

ご
は
ん
を
つ
く
っ
た
り
、

テ
ン
ト
で
と
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
、
と
て
も

楽
し
み
な
の
で
す
。
そ

ん
な
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

を
、
も
っ
と
楽
し
く
す

る
た
め
に
、
学
級
目
標

は
「
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
る
」
「
男
女
仲
良

く
」
「
協
力
、
助
け
合

う
」
で
す
。
こ
れ
が
で

き
れ
ば
、
最
高
に
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と

も
考
え
な
が
ら
、
キ
ャ

ン
プ
の
こ
と
を
想
像
す

る
と
、
な
ん
だ
か
と
て

も
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

に
ぎ
や
か
な
５
年
１
組

５
年
生
で
楽
し
み
な
こ
と
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●５月の行事予定［時間正確に集合してください］●子育てグループの予定

内　　　容 時　間

１０日㈬

おひさま広場
「おさんぽ」子育て相談会
場所：びんぐしの里公園　
持ち物：帽子、おにぎり

午前10時

１１日㈭
図書交換日　10日午前中までに絵
本を返却してください。

午前10時

１２日㈮
相談日
家庭児童相談員：山口八重子先生

午後１時30分

１７日㈬
おひさま広場「お砂であそぼう！」
持ち物：帽子
ぎょう虫検査用紙配布日

午前10時

１８日㈭

１才までの子育て＆あそび
マッシュルームグループ
持ち物：バスタオル、ミルク
18年度第１グループを募集します
１才になるまでの道すじを５回コー
スで学びましょう。定員15人

午前10時

１９日㈮ 子育て支援を考える会 午後１時30分

２２日㈪ ぎょう虫検査用紙提出日（1人180円） 午前10時まで

２３日㈫ ボランティア懇話会 午後１時

２４日㈬
すくすく広場　おはなしでてこい
「どんぶらこ劇場」

午前10時

２５日㈭ 親子リトミック　中沢敏江先生 午前10時

２６日㈮
マザーリーフの会
集団が苦手な子を持つ親の会

午後１時30分

３０日㈫
牛乳パックで椅子づくり
持ち物：布切バサミ、布60×90㎝

午前９時30分

今月の
相談日

10日、17日、24日、31日㈬　細江富貴子先生
午前９時30分～午後４時30分
どなたでも気軽に電話でお申し込みください。

場　所：子育て支援センター
持ち物： 飲み物、お手ふき、おむつまたはパンツ
子育て支援センター　☎・有線８２－２２９１

お気軽にお出かけください。

赤ちゃん小組（毎週月曜日）
8日：お散歩
15日：おやつづくり
22日：ママストレッチ
29日：こいのぼりづくり
代表：金子みどりさん　☎８２－６９８４

サークルどんぐり（第１・３火曜日）
2日：こいのぼり帽子づくり
16日：外あそび
代表：小西淳子さん　☎８２－７１８７

スコーレ母親教室
19日㈮：金子通子さんと子育てトーク
代表：川島邦子さん　☎８２－６３４７

まざあぐうす（毎週木曜日）
11日：しゃぼん玉であそぼう（きのこ公園）
18日：遠足（びんぐしの里公園・現地集合）
25日：新聞紙であそぼう
代表：堀内二美さん　☎８２－２７７４

いっぱいあそぼうグリとグラ（第２・４金曜日）
12日：春のお散歩
26日：４、５月生まれの誕生会
代表：大谷るりさん　☎０９０－４４６２－２６８６

ゆりかごの会
11日：とまと、バナナ、いちご、にんじん
代表：金子淳子さん
25日：めろん、さくらんぼ、りんご、チポリーノ
代表：田中早苗さん

時　間：午前10時～
場　所： 子育て支援センター
　　　　文化センター（まざあぐうすのみ）
持ち物：飲み物、おむつ、お手ふき

あそびに来る方へ
　行事を確認してお出かけください。

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
支
援　
　
　

　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

保
育
園
に
通
い
始
め
の
頃
「
マ
マ
の
ほ
う
が

い
い
…
ね
え
、
マ
マ
は
ど
こ
！
」
と
、
泣
き
な

が
ら
マ
マ
を
捜
す
子
ど
も
の
姿
は
な
ん
と
も
不

憫
で
す
。
で
も
、
１
時
間
も
泣
い
て
は
い
ま
せ

ん
。
先
生
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
か
ん
で
、
行
く
と

こ
ろ
、
行
く
と
こ
ろ
つ
い
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
な
ら
大
丈
夫
！　

自
分
の
先
生
が
分
か
っ

て
き
て
、
体
で
感
じ
始
め
た
の
で
す
。
今
度
は

先
生
を
追
い
か
け
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
は
こ

う
し
て
自
分
の
親
で
な
い
人
を
覚
え
て
い
く
の

で
す
。
そ
の
う
ち
に
友
だ
ち
が
で
き
て
、
先
生

が
「
帰
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
っ
て
も
「
ま
ー

だ
、
遊
ん
で
い
く
！
」
と
言
う
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
そ
び
に
来
る

お
友
だ
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
は
と
て
も

気
持
ち
の
よ
い
季
節
で
す
。
今
月
は
外
あ
そ
び

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
陽
射
し
を
あ

び
て
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
ね
。
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※診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※ 都合により、変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
合は電話、新聞などで確認をしてください。

５月 ３日㈬

４日㈭

５日㈮

７日㈰

１４日㈰

２１日㈰

２８日㈰

６月 ４日㈰

森田医院 【千曲市上山田】 ☎（026）276－7008
近藤歯科医院 【中　之　条】 ☎・有線  82－5121

クリニックなかの 【千曲市上徳間】 ☎（026）275－0633
しおいり歯科医院 【千曲市雨宮】 ☎（026）273－8080

荒川医院 【千曲市芝原】 ☎（026）275－2360
大村歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）275－0066

中島医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275－0111
柳沢歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）273－5638

松尾医院 【立　　　町】 ☎・有線  82－2013
宮坂歯科医院 【千曲市小島】 ☎（026）272－0133

宮崎医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275－0472
林歯科医院 【千曲市上山田】 ☎（026）275－1064

二階堂医院 【千曲市磯部】 ☎（026）275－5582
宮島歯科医院 【千曲市粟佐】 ☎（026）273－3064

武市医院 【中　之　条】 ☎・有線  82－2606
宮本歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）276－7030

粗大ごみの回収

相談日　　　５月

まちのうごき ４月１日現在

 世帯数 ５,６５６世帯 （－８）
 人　口 １６,４８１人　 （－42）
 男 ８,０７１人　 （－34）
 女 ８,４１０人　 （－８）

　　　※（  ）は前月比

まちの交通事故 ３月31日現在

　　件　数 ３４件 （＋17）
　　死　者 ０人 （±０）
　　負傷者 ５１人 （＋31）

※（  ）は前年比

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

10日㈬
19日㈮

午前9時～正午
役場第４会議室（3階）

10日は司法書士による法律相談、
19日は弁護士による法律相談をあ
わせて開設
（弁護士による相談は、午前９時
30分～11時30分）

年金相談 24日㈬
午前9時30分～午後3時
役場第３会議室（3階）

行政相談 15日㈪
午前９時～正午
役場第５会議室（3階）

ハローワーク
出張相談

毎週月曜日
（ 祝・祭日を
除く）

午前10時～午後3時
坂城テクノセンター

２１日（日）
午前８時30分～10時

坂城中学校南側駐車場

当番医（医科・歯科）

保健センター　☎82－3111（内線511、512）
　　　　　　　有線　88－1047

５月の健診

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）
４か月児健康診査（平成18年１月生）
　９日（火）　午後１時集合
７か月児健康相談（平成17年10月生）
　26日（金）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成17年７月生）
　16日（火）　午前９時30分集合
２歳児健康相談（平成16年１月・２月生）
　12日（金）　午前９時30分集合
３歳児健康診査（平成14年11月１日～12月23日生）
　30日（火）  午後１時集合

　

就
業
を
希
望
さ
れ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
製
造
業

務
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得
し
、
よ
り
有
利
な

条
件
で
再
就
職
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
講
習
最
終
日
に
は
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
加
入

企
業
の
皆
さ
ん
と
の
合
同
面
接
会
（
就
職
相
談
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

講
習
期
間　

 

７
月
５
日
（
水
）
〜
７
月
13
日
（
木
）
の

う
ち
７
日
間

会
場　

Ｂ
．
Ｉ
プ
ラ
ザ
さ
か
き
他

対
象
者　

 

開
講
日
現
在
55
歳
以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ

る
方

定
員　

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
：
５
０
０
円

申
込
方
法　

 

下
記
申
込
先
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
受
講

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
の
際
に
は
返
信
用
の
封
筒
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
坂
城
支
所
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■休館日■　■■休館日
日 月 火 水 木 金 土

＊ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 ＊ ＊ ＊

町立図書館　☎・有線８２－３３７１
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　お問い合わせください。

☆おはなし会　13日（土）　午後２時～
☆としょかん講座
「点字・点訳講座」
　 2日、16日（火）　午後２時～
「源氏物語を読む」
　20日（土）　午後２時～　講師：塚田睦樹さん
「文章の書き方講座」
　27日（土）　午後２時～　講師：長島伸一さん

☆おすすめの本☆
花粉川柳コレクション

（選：協和発行／講談社）
　猛威を振るった昨年の杉花粉に比べ
たら、今年は少なくて楽だった…と、あの
苦しさは過去のものとなったのでしょう
か。苦しみから解放された後では笑って
読める川柳とエッセイです。

☆一般図書☆
・落語の名台詞１００ ちょっと小粋な言葉がいっぱい！
　　　　　　　　　　（著：三遊亭道楽／ＰＨＰ研究所）
・帽子からはじめるオシャレ （伊豆原月絵／東京堂出版）
・ちょっとヘンだぞ四字熟語（著：高島俊男／文藝春秋）
・知的財産権百科　（著：稲見忠昭／オーム社）
・人のやらないことをやれ！ （著：岡野雅行／パル出版）

・にこにこえがおになあれ！ （作：よしだあきな／新風舎）
・知ってるかな？ 恐竜の生活
　　　　　　　　　　　　（監修：今泉忠明／旺文社）
・世界のお金辞典　（汐文社）
・パーシー・ジャクソンとオリンポスの神々
　　　　　　　　　（作：リック・リオーダン／ほるぷ出版）

☆児童図書☆

□５月の催し物□

□新着図書□

５月の番組表
番　組　名 内容／出演

　７日㈰ 楽しい民話 竹の子童子
　鼠　 春日　秀子さん

１１日㈭
わが家の花は
元　気　で　す

植物の管理
御所沢 前沢　新一さん

１４日㈰ 楽しい民話 人喰いザメとおぼうさん医者
込　山 岡田由貴子さん

１６日㈫ 信号は赤です 交通事故防止
坂城町交番 真岸所長

１８日㈭ 川　　　　柳 ＪＡ文芸から
選　者 中沢　月人さん

２１日㈰ 楽しい民話
モズとキツネ

金　井 青木　典子さん

２４日㈬ こちら１１９番 応急手当の普及
消防署

２５日㈭ 税務署だより e-Taxのご利用について
上田税務署

２８日㈰ 楽しい民話 甲賀三郎
　鼠　 玉井かつ子さん

３０日㈫ 明るい消費生活 最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

有 線

チャンネル放送番組

音楽放送

ＦＭ長野

ＮＨＫ・ＦＭ

音楽放送

音楽放送

1

２

３

５／１～５／３１チャンネル番号

4操作方法は　  ・   ・ チャンネル番号９

終了するとき　  ・   ・９ 4 0

４

５

◆坂城町有線放送電話
　☎82－3111（内線222）
　有線88－1000

有線加入推進キャンペーン

この機会に有線放送電話にご加入ください。

※キャンペーン期間中でも、電話機代及び加入にかか
る工事代は加入者の負担となります。

※期間中の加入者は、加入後２年間は廃止できません。
（一時的な加入は対象外。）

※有線放送電話の使用料は、月額１,４００円です。

４月～６月に新規加入される方は
加入金（３２,０００円）が無料に !

23



広
報
　
　
　
　
  2
0
0
6年
５
月
号
 N
O
.3
5
0

も
の
づ
く
り
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

内山　 聖
せいや

矢くん（６　歳）

　　　 愛
まなと

斗くん（９か月）
英三さん・理香さん〈新地〉

　ぼくは聖矢。去年の７月にお兄ちゃんになっ
たんだよ。弟の名前は愛斗っていうんだよ。最
近はぼくの後ばかり追いかけてくるんだよ。早
く一緒に遊べるといいな～
　ぼくたち兄弟、みなさんよろしくね～

■編集・発行
　〒３８９－０６９２　坂城町役場企画調整課
　長野県埴科郡坂城町大字坂城１００５０
　☎（０２６８）８２－３１１１　FAX（０２６８）８２－８３０７
　●ホームページ http://www.town.sakaki.nagano.jp/
　●E-mail kikaku@town.sakaki.nagano.jp
■印　　　刷　滝沢印刷（坂城町）

すくすく育っ育ってすくすく育っ育ってすくすく育って

千曲川クリーンキャンペーン開催千曲川クリーンキャンペーン開催
　４月16日（日）、千曲川クリーンキャンペーンが開催さ
れました。町民の原風景であるふるさとの川・千曲川を、
美しい姿で後世に伝えていくため、町民の皆さん参加に
よる清掃作業が平成12年より続けられています。今年の参
加者は、小学生83人、中学生472人、一般301人の計856人。
参加者の皆さんの努力の成果で、ごみの量は年々減ってき
ています。皆の力できれいな千曲川を守り続けましょう。

里山の花を楽しみませんか?

　南条、太郎山林道から虚空蔵山登山口を少し登
ると、アズマイチゲやカタクリなど、山野草の群
生地があります。4月中旬から花の見ごろを迎え、
カタクリや、５月上旬頃からはニリンソウを楽し
むことができます。５月の柔らかい陽射しのなか、
可憐に咲く山野草の花を楽しんでみてはいかがで
しょうか。
（写真左：カタクリ　右：アズマイチゲ）

年度
ごみの量（kg）

可燃物 不燃物 粗大ごみ 合計
平成12年 3,540 1,500 7,000 12,040
13年 1,600 3,160 － 4,760
14年 3,520 2,145 1,225 6,890
15年 雨天中止
16年 2,720 2,260 650 5,630
17年 2,820 915 750 4,485
18年 1,240 855 525 2,620

※平成13年の粗大ごみは不燃物に含めて集計
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